
  

Appendix 4  サイエンスマップ(Trajectory 表示) 

 

 
１. サイエンスマップ(Trajectory 表示)とは 

各時点で得られたサイエンスマップを研究領域レベルで接続し、その時系列変化をみることで、科学

研究の発展のようすを記述することが可能となる。ここでは、研究領域レベルで時系列変化を示したマッ

プを、科学研究の発展の軌跡(Trajectory)を示すという意味で、サイエンスマップ(Trajectory 表示)と呼

ぶ。 

本 Appendix では、サイエンスマップ(Trajectory 表示)の作成方法と、サイエンスマップ 2008 からサイエ

ンスマップ 2012 を対象に作成したサイエンスマップ(Trajectory 表示)を示す。 

 

２. サイエンスマップ(Trajectory 表示)の作成方法 

サイエンスマップ(Trajectory 表示)は以下の手順によって作成した。 

① 異なる時点間における研究領域間のコアペーパの共通度の計算 

まず、異なる時点間における研究領域間のコアペーパの共通度を求めた。具体的には、サイエンスマ

ップ 2008 と 2010 の研究領域間の共通度およびサイエンスマップ 2010 と 2012 の研究領域間の共通度を

求めた。サイエンスマップ 2008 と 2010 を対象とした計算の場合、サイエンスマップ 2008 の 647 研究領域

とサイエンスマップ 2010 の 765 研究領域の全てのペアについて共通度を求めた。共通度は次の計算式

で計算した。 

).().().;.().;.( jYearBMiYearAMjYearBiYearAMjYearBiYearA ×=共通度  

ここで、 ).;.( jYearBiYearAM は Year A の研究領域 i と Year B の研究領域 j で共通なコアペーパ

数、 ).( iYearAM は Year A の研究領域 i のコアペーパ数、 ).( jYearBM は Year B の研究領域 j のコ

アペーパ数である。 

 

② 共通度を用いた研究領域のクラスタリング 

Single link clustering を用いて、0 より大きい共通度で結ばれている研究領域のクラスタリングを行った。

クラスタリングによって得られる研究領域の各グループを、本報告書では Streamと呼ぶ。各 Streamに入る

最大の研究領域数は 45 とした(各年平均 15 研究領域以内を想定)。Stream に入る研究領域が 46 以上と

なる場合は、共通度の閾値を徐々に増加させることで、研究領域数が 45 以下の Stream に分割した。 

クラスタリングにより、全体で 288 の Stream が得られた。また、289 番目以降の Stream にはサイエンス

マップ2012におけるスモールアイランド型もしくはペニンシュラ型の研究領域(合計387 Stream)を示した。

全体としては、675 の Stream が得られた。Stream に含まれる研究領域の最小値は 1、最大値は 45 であ

る。 

  



  

③ Stream の可視化 

Stream の可視化の例を Appendix4_figure 1 に示す。Stream は左からサイエンスマップ 2008、2010、

2012 の研究領域を示している。各研究領域について、研究領域の ID 番号、研究領域に含まれるコアペ

ーパ数、研究領域の特徴語を示した。各研究領域を示す円については、円の面積がコアペーパ数に比

例している。また、円の色は Sci-GEO チャートによる研究領域タイプを示す。茶色はコンチネント型、オレ

ンジはペニンシュラ型、薄紫はアイランド型、青はスモールアイランド型の研究領域である。各年において

は、コンチネント型、ペニンシュラ型、アイランド型、スモールアイランド型の順に、研究領域に含まれるコ

アペーパ数の多い順で、上から下に研究領域を配置している。 

0.2 以上の共通度で結ばれている研究領域間を赤色の線で結んでおり、線の太さは共通度の大きさに

対応している。0.2 より小さい共通度で結ばれている研究領域間は青色の破線で結んでいる。 

Streamについては、Streamに含まれるサイエンスマップ 2012 の研究領域数が多いものから順に番号付

けを行っている。研究領域数が同じ Stream については、Sci-GEO チャートによる研究領域の分類、研究

領域を構成するコアペーパ数を参考に番号付けを行った。 

 

Appendix4_figure 1 Stream の可視化の例 

 SM2008 SM2010 SM2012 

 

データ： 科学技術・学術政策研究所がトムソン・ロイター社 ESI・リサーチフロントデータ(NISTEP ver.)を基に、集計、分析、可視化

（ScienceMap visualizer）を実施。 

 

 

 

 

607(293): カーボンナノチューブ; 単層カーボンナノチューブ; 透過型電子顕微鏡

(TEM); 多層カーボンナノチューブ; 自己組織化

562(237): 薄膜; 太陽電池; 有機電界効果トランジスタ; 可視光; 光触媒活性

593(208): 原子移動ラジカル重合; 可逆的付加開裂連鎖移動（RAFT）重合; クリックケ

ミストリー; 分子量; ブロックコポリマー

601(94): 量子ドット; 室温; 希薄磁性半導体; 磁気特性; CoドープZnO

328(90): 有機発光ダイオード; 外部量子効率; イリジウム(III)錯体; 18CDの効率; 有機

発光デバイス

61(16): 自己組織化; DNA分子; 核酸; 一本鎖DNA; DNAにもとづく

575(18): メソポーラスシリカ; ドラッグデリバリー; メソポーラス材料; 制御放出; 細孔径

526(48): アニオン結合; アニオン受容体; 水素結合; アニオン認識; UV-vis

481(46): バルク金属ガラス; ガラス形成能; ガラス転移温度; せん断帯; 過冷却液体領

域

412(8): 金ナノ粒子; プラズモン共鳴; 自己組織化; 表面増強ラマン散乱; 金ナノ粒子の

サイズ

418(7): 可逆的付加開裂連鎖移動（RAFT）重合; 末端基; ヘテロ・ディールス・アル

ダー反応; 星型ポリマー; 分子量

645(315): 太陽電池; 電力変換効率; 薄膜; バルクへテロ接合太陽電池; P3HT(有機分

子エレクトロニクス材料)

540(172): 原子移動ラジカル重合; クリックケミストリー; 分子量; 可逆的付加開裂連鎖

移動（RAFT）重合; ブロックコポリマー

505(100): 金属イオン; 検出限界; 金ナノ粒子; ラベルフリー; 高選択性

512(46): 有機発光ダイオード; イリジウム(III)錯体; 外部量子効率; イリジウム錯体; 有

機発光デバイス

600(154): 量子ドット; カーボンナノチューブ; 単層カーボンナノチューブ; 透過型電子顕

微鏡(TEM); ドラッグデリバリー

582(150): 自己組織化; 金ナノ粒子; メソポーラスシリカ; 水素結合; ドラッグデリバリー

545(36): 自己組織化; 水素結合; 低分子量; 有機溶剤; π-π相互作用(化学)

145(19): 交互積層法（LbL法); ドラッグデリバリー; 高分子電解質多層; アリルアミン塩

酸塩重合物; 高分子電解質マイクロカプセル

490(18): カーボンナノチューブ; 単層カーボンナノチューブ; 電子移動; 光誘起電子移

動; 電荷分離

289(10): 可視光; 光触媒活性; ドープされた酸化チタン; 可視光照射; X線光電子分光

法

306(17): ドープされたZnO; 室温強磁性; 磁気特性; 磁気モーメント; 希薄磁性半導体

2(14): シアヌル酸; メラミンの決定; メラミンとシアヌル酸; 牛乳中のメラミンの定量; タ

ンデム質量分析

40(11): ハロゲン結合; ドット中心; center dot; 水素結合; 結晶構造

172(6): 自己回復; Healing agent; Healing efficiency; 自己修復材料; 自己修復システ

ム

734(453): 太陽電池; 電力変換効率; バルクへテロ接合太陽電池; P3HT(有機分子エ

レクトロニクス材料); フェニル-C-61-酪酸メチルエステル(PCBM)Stream:1
629(103): 原子移動ラジカル重合; クリックケミストリー; 分子量; ブロックコポリマー; 可

逆的付加開裂連鎖移動（RAFT）重合

515(81): 銀ナノ粒子; カーボンナノチューブ; イオン強度; 透過型電子顕微鏡(TEM); 抗

菌作用

733(45): center dot; ドット中心; 水素結合; ハロゲン結合; π相互作用

468(28): 自己組織化; DNAオリガミ法; 一本鎖DNA; DNAナノ構造; 金ナノ粒子

424(24): メソポーラスシリカナノ粒子; ドラッグデリバリー; ドラッグデリバリーシステム; 

制御放出; 薬の放出

714(11): 電子移動; 光誘起電子移動; 電荷分離状態; 電荷分離; ドナーアクセプタ

230(10): 共役高分子; 共役高分子電解質; 水溶性共役; カチオン性共役高分子; 蛍光

共鳴エネルギー移動

143(9): 自己組織化; 水素結合; π-π相互作用(化学); 低分子量; 有機溶剤

674(50): 2光子吸収; 凝集誘起発光; 自己回復; 断面; 量子収量

729(33): 色素増感太陽電池; 酸化チタンナノチューブアレイ; 酸化チタンナノチューブ; 

変換効率; 表面積

167(18): カーボンナノチューブ; 単層カーボンナノチューブ; 多層カーボンナノチューブ; 

ドラッグデリバリー; 生物医学的応用

57(16): ZnOナノワイヤ; ZnO; ZnOナノロッド; 環境発電; ZnO特性

634(16): アミノ酸; 水素結合; β-アミノ酸; 側鎖; ベータペプチド

29(9): タンパク質コロナ; ドラッグデリバリー; 金ナノ粒子; ナノ粒子; ウシ血清アルブミ

ン

331(5): 金ナノ粒子; 低分子干渉RNA(siRNAs)の輸送; ドラッグデリバリー; 核酸; 細胞

取込

306(4): 金ナノ粒子; ドラッグデリバリー; 肝臓と脾臓; 粒径; 静脈注射

102(7): 交互積層法（LbL法); ドラッグデリバリー; 制御放出; 架橋結合; 高分子電解質

多層マイクロカプセル

439(25): バルク金属ガラス; 金属ガラス; 塑性変形; 力学的性質; 集束イオンビーム

なお、本 Appendix の情報については下記サイトにて電子媒体をダウンロードすることができます。 

また、データの取り扱いや出典の記述方法についても下記サイトをご確認ください。 

 

文部科学省 科学技術・学術政策研究所 

サイエンスマップ 2010&2012 

http://www.nistep.go.jp/research/sciencemap 
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